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【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｆ   1/06     (2006.01)
   Ｃ０１Ｂ  31/30     (2006.01)
   Ｈ０１Ｆ   1/04     (2006.01)
   Ｈ０１Ｆ   1/20     (2006.01)
   Ｂ８２Ｙ  25/00     (2011.01)
   Ｂ８２Ｙ  40/00     (2011.01)
   Ｂ８２Ｙ  30/00     (2011.01)
   Ｃ０４Ｂ  35/56     (2006.01)
   Ｃ０１Ｇ  49/02     (2006.01)
   Ｃ０１Ｇ  11/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｆ    1/06     　　　Ａ
   Ｃ０１Ｂ   31/30     　　　　
   Ｈ０１Ｆ    1/04     　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｆ    1/20     　　　　
   Ｂ８２Ｙ   25/00     　　　　
   Ｂ８２Ｙ   40/00     　　　　
   Ｂ８２Ｙ   30/00     　　　　
   Ｃ０４Ｂ   35/56     　　　Ａ
   Ｃ０１Ｇ   49/02     　　　Ｚ
   Ｃ０１Ｇ   11/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年12月26日(2015.12.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単相磁性合金ナノ粒子であって、Ｆｅ３Ｃ、Ｆｅ５Ｃ２及びＦｅ７Ｃ３から成る群から
選択した単相磁性合金ナノ粒子。
【請求項２】
　前記単相磁性合金ナノ粒子であって、Ｆｅ５Ｃ２及びＦｅ７Ｃ３から成る群から選択し
た請求項１記載の単相磁性合金ナノ粒子。
【請求項３】
　単相非レアアースナノ粒子を合成する方法であって、
　金属塩を含む１種以上の流体溶液を連続フロー反応器に導入する過程と、
　前記金属塩が前記単相非レアアースナノ粒子を形成できる条件に前記１種以上の溶液を
供する過程であって、前記１種以上の流体溶液を超臨界流体（ＳＣＦ）に変換するのに十
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分な圧力及び温度に所定の時間にわたり維持する過程を含む前記供する過程と、
　前記単相非レアアースナノ粒子を回収する過程と
を含むことを特徴とする単相非レアアースナノ粒子を合成する方法。
【請求項４】
　前記金属が磁性を有することを特徴とする請求項３記載の方法。
【請求項５】
　前記回収する過程を、前記単相非レアアースナノ粒子に磁力を印加することによって実
行することを特徴とする請求項３記載の方法。
【請求項６】
　前記ＳＣＦのフラッシュ蒸発を発生させるように前記ＳＦＣから前記圧力を除去する過
程を更に含むことを特徴とする請求項３記載の方法。
【請求項７】
　前記連続フロー反応器に導入する２種の流体溶液の一方に前記金属塩が含まれており、
前記２種の流体溶液を混合する過程であって、前記金属塩が前記単相非レアアースナノ粒
子を形成できるようにするのに十分な温度及びｐＨで所定の時間にわたり実行される混合
する過程を含むことを特徴とする請求項３記載の方法。
【請求項８】
　連続フロー反応器と、
　前記連続フロー反応器内の条件を制御するコントローラーであって、前記連続フロー反
応器の中の条件の制御を、その連続フロー反応器の中の１種以上の流体溶液を超臨界溶液
（ＳＧＦ）に変換するのに十分な圧力及び温度に所定の時間にわたり維持するように行う
コントローラと、
　前記単相非レアアースナノ粒子に磁場を印加するように構築された分離装置と
を備え、単相合金ナノ粒子を合成するシステム。
【請求項９】
　前記単相合金ナノ粒子が磁性を有する請求項８記載のシステム。
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